
第１９号議案

   芦屋市立打出教育文化センター条例の一部を改正する条例の制定について

 芦屋市立打出教育文化センター条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。

   令和６年２月１６日提出

                     芦屋市長 髙 島  崚 輔

提案理由

 大規模改修後の打出教育文化センターについて、教育に関する研究等を行うことに

加え、市民の文化活動を推進し、市民相互の交流の活性化を図る場として活用するこ

とを目的に所要の規定を整備するため、この条例を制定しようとするもの。
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芦屋市条例第 号 

芦屋市立打出教育文化センター条例の一部を改正する条例 

芦屋市立打出教育文化センター条例（平成２年芦屋市条例第２１号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

(2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

(3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（設置） （設置） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法

律第１６２号）第３０条の規定に基づき教育に関する研究等を行

うとともに、市民の文化活動及び市民相互の交流の場を提供し、

もって教育及び文化の振興を図るため、芦屋市立打出教育文化セ

ンター（以下「センター」という。）を設置する。 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法

律第１６２号）第３０条の規定に基づき、教育及び文化の振興を

図るため、芦屋市立打出教育文化センター（以下「センター」と

いう。）を設置する。 

（事業） （事業） 

第３条 センターは、第１条に掲げる目的を達成するため、次の各

号に掲げる事業を行う。 

第３条 センターは、第１条に掲げる目的を達成するため、次の各

号に掲げる事業を行う。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

(3) 不登校の児童又は生徒の社会的自立の支援に関すること。 

(4) （略） (3) （略） 
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改正後 改正前 

(5) （略） (4) （略） 

(6) （略） (5) （略） 

(7) 文化活動及び市民相互の交流の場の提供に関すること。 

(8) 前各号に掲げるもののほか、第１条に掲げる目的を達成する

ために教育委員会が必要と認める事業 

(6) 前各号に掲げるもののほか、教育及び文化に関し教育委員会

が必要と認める事業 

（使用の許可） （目的外使用許可） 

第５条 センターの施設を使用しようとする者（以下「使用者」と

いう。）は、あらかじめ必要な事項を記載した申請書を教育委員

会（第３条第７号に規定する事業に係る使用については、市長）

に提出し、その許可を受けなければならない。 

第５条  

２ 教育委員会は、前項の許可にセンターの管理のため必要な範囲

内で条件を付けることができる。 

３ 教育委員会は、その用途又は目的を妨げない限度において、セ

ンターの施設の使用を許可することができる。 

教育委員会は、その用途又は目的を妨げない限度において、会議

室の使用を許可することができる。 

（使用料） （使用料） 

第６条 使用者は、別表に定める使用料を納めなければならない。 第６条 会議室を使用しようとする者は、別表に定める使用料を納

めなければならない。 

２ 市長は、前項に定める使用料について、規則で定めるところに

より減額し、又は免除することができる。 

２ 前項に定める使用料は、教育委員会規則で定めるところにより

減額し、又は免除することができる。 

３ 既に納めた使用料は、返還しない。ただし特別の理由がある場

合は、市長は、規則で定めるところにより、その全部又は一部を

返還することができる。 

３ 既に納めた使用料は、返還しない。ただし特別の理由がある場

合は、教育委員会規則で定めるところにより、その全部又は一部

を返還することができる。 

（使用許可の制限） （使用許可の制限） 

第７条 教育委員会（第３条第７号に規定する事業に係る使用につ

いては、市長）は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用

を許可しない。 

第７条 次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しない。
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改正後 改正前 

(1)～(5) （略） (1)～(5) （略） 

(6) 管理上支障があると認められるとき。 (6) その他管理上支障があると認められるとき。 

(7) その他教育委員会が不適当と認めるとき。 

（使用許可の取消し等） （目的外使用許可の取消し） 

第８条 教育委員会（第３条第７号に規定する事業に係る使用につ

いては、市長）は、前条各号のいずれかに該当するときは、使用

者に対し使用の許可を取り消し、又は使用を停止し、その他違反

を是正するための必要な措置をとることを命ずることができる。 

第８条 前条各号のいずれかに該当するときは、使用者に対し使用

の許可を取り消し、又は使用を停止し、若しくは退去を命ずるこ

とができる。 

 （センターの入館の制限） 

第９条 教育委員会は、センターの入館者が次のいずれかに該当す

る場合は、入館を拒み、又は退館を命ずることができる。 

(1) 他の入館者に迷惑をかけ、又は迷惑をかけるおそれがあると

き。 

(2) その他センターの管理上支障があるとき。 

（補則） （委任） 

第１０条 （略） 第９条 （略） 

別表（第６条関係） 別表（第６条関係） 

 施設使用料金表  会議室使用料金表 

室名 広さ 収容
人員 使用料金

会議室・和室 午前9時～
正午

正午～
午後6時

午後6時～
午後9時

大会議室 135㎡ 72人 1時間につき
1,450円

1時間につき
1,270円

1時間につき
1,620円

小会議室 50㎡ 24人 1時間につき4
70円

1時間につき4
30円

1時間につき5
50円

室名 広さ 収容
人員

使用料金及び使用時間
朝

午前9時～
正午

昼
午後1時～
午後5時

夜
午後6時～
午後9時30
分

大会議室 135㎡ 人
72 

円
4,370 

円
5,090 

円
5,700 

小会議室 50㎡ 24 1,420 1,730 1,930 
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改正後 改正前 

和室 18畳 18人 1時間につき7
40円

1時間につき6
30円

1時間につき8
10円

調理スペース 48㎡ 17人
午前9時～
正午

正午～午後
2時30分

午後2時30分
～午後5時

2,880円 2,400円 2,400円

和室 18畳 18 2,240 2,540 2,850 

備考 (略) 備考 （略） 

附 則 

この条例は、令和６年４月１日から施行する。
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参 照 

   芦屋市立打出教育文化センター条例の一部改正要綱

１ 改正の趣旨

  大規模改修後の打出教育文化センターについて、教育に関する研究等を行うこと

に加え、市民の文化活動を推進し、市民相互の交流の活性化を図る場として活用す

ることを目的に所要の規定を整備するため、この条例を制定しようとするもの。

２ 改正の内容

(1)  設置目的、事業、使用許可等に係る規定を次のとおり改める。 

（第１条、第３条、第５条、第７条及び第８条関係） 

 改正案 現 行 

設 

置 

目 

的 

教育に関する研究等を行うとと

もに、市民の文化活動及び市民相互

の交流の場を提供し、もって教育及

び文化の振興を図る。 

教育及び文化の振興を図る。 

事 

業 

ア 教育に関する専門的、技術的事 

項の研究に関すること。 

イ 教育関係職員の研修に関するこ

と。 

ウ 不登校の児童・生徒の社会的自

立の支援に関すること。 

エ 教育相談に関すること。 

オ 教育資料の収集・提供に関する 

こと。 

カ 学校園の情報ネットワークシ

ステムに関すること。 

キ 文化活動・市民相互の交流の場

の提供に関すること。 

ク 設置目的を達成するために教育

委員会が必要と認める事業 

ア 教育に関する専門的、技術的事

項の研究に関すること。 

イ 教育関係職員の研修に関する

こと。 

エ 教育相談に関すること。 

オ 教育資料の収集・提供に関する

こと。 

カ 学校園の情報ネットワークシ

ステムに関すること。 

ク 教育及び文化に関し教育委員

会が必要と認める事業 
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 改正案 現 行 

使用

許可 

（使用の許可） 

ア 使用者はあらかじめ申請書を教

育委員会（事業の項キに係る使用

については、市長）に提出し、許

可を受けなければならない。 

イ 教育委員会は許可に際して、セ

ンターの管理のため必要な範囲内

で条件をつけることができる。 

ウ その用途又は目的を妨げない限

度においてセンターの施設の使

用を許可することができる。 

(目的外使用許可) 

その用途又は目的を妨げない限

度において会議室の使用を許可す

ることができる。 

使 

用 

許 

可 

の 

制 

限 

教育委員会（事業の項キに係る使用

については、市長）は、次のいずれ

かに該当するときは、施設の使用

を許可しない。 

ア 公共の秩序及び善良の風俗を

乱す又は害するおそれがあると

認められるとき。 

イ 建物及び設備を損傷するおそ

れがあると認められるとき。 

ウ 営利を目的とするとき。 

エ 特定の政党を支持し、又は反

対する活動に利用するおそれが

あるとき。 

オ 選挙に関し、特定の候補者を

支持し又は反対する活動に利用

するおそれがあるとき。 

カ 管理上支障があるとき。 

キ その他教育委員会が不適当と

認めるとき。 

次のいずれかに該当するときは、

施設の使用を許可しない。 

ア 公共の秩序及び善良の風俗を

乱す又は害するおそれがあると

認められるとき。 

イ 建物及び設備を損傷するおそ

れがあると認められるとき。 

ウ 営利を目的とするとき。 

エ 特定の政党を支持し、又は反

対する活動に利用するおそれが

あるとき。 

オ 選挙に関し、特定の候補者を

支持し又は反対する活動に利用

するおそれがあるとき。 

カ 管理上支障があるとき。

使 

用 

許 

可 

の 

取 

消 

等 

（使用許可の取消し等） 

教育委員会（事業の項キに係る使

用については、市長）は、前条各号

のいずれかに該当するときは、使用

者に対し使用の許可を取り消し、又

は使用を停止し、その他違反を是正

するための必要な措置をとること

を命ずることができる。 

（目的外使用許可の取消し） 

前条各号のいずれかに該当する

ときは、使用者に対し使用の許可

を取り消し、又は使用を停止し、

若しくは退去を命ずることができ

る。 
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(2)  センターの入館の制限を次のとおり定める。（第９条関係） 

   教育委員会は、センターの入館者が次のいずれかに該当する場合は、入館を拒

み、又は退館を命ずることができる。 

ア 他の入館者に迷惑をかけ、又は迷惑をかけるおそれがあるとき。 

イ その他センターの管理上支障があるとき。 

(3) 新たに調理スペースの貸出しを行うとともに、使用時間帯及び使用料金を次の

とおり改める。（別表関係）   

【改正案】 

室名 広さ 
収容 

人員 
使用料金 

会議室・和室 
午前 9時～ 

正午 

正午～ 

午後 6時 

午後 6時～ 

午後 9時 

大会議室 135 ㎡ 72 人
1 時間につき

1,450 円 

1 時間につき

1,270 円 

1 時間につき

1,620 円 

小会議室 50 ㎡ 24 人
1 時間につき

470 円 

1 時間につき

430 円 

1 時間につき

550 円 

和室 18 畳 18 人
1 時間につき

740 円 

1 時間につき

630 円 

1 時間につき

810 円 

調理 

スペース 
48 ㎡ 17 人

午前 9時～ 

正午 

正午～ 

午後 2時 30分

午後 2 時 30 分

～午後 5時 

2,880 円 2,400 円 2,400 円 

【現行】 

室名 広さ 
収容 

人員 
使用料金 

会議室・和室 
午前 9時～ 

正午 

午後 1時～ 

午後 5時 

午後 6時～ 

午後 9時 30 分 

大会議室 135 ㎡ 72 人 4,370 円 5,090 円 5,700 円

小会議室 50 ㎡ 24 人 1,420 円 1,730 円 1,930 円

和室 18 畳 18 人 2,240 円 2,540 円 2,850 円
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 (4) 市長と教育委員会の権限の明確化 

(5)  その他規定の整理  

３ 施行期日 

令和６年４月１日 
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